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霞ヶ浦湖岸施設（元鹿島海軍航空跡）
－近代・土木遺産－

　元鹿島海軍航空隊の施設は、昭和11年1月から建設が始ま
り、翌昭和12年に練習基地が完成し、日中戦争たけなわの
ときに練習航空隊として開隊されました。
　昭和２０年５月５日に、練習航空隊の指定を解除され、
鹿島北浦派遣隊となり鹿島航空隊と呼ばれるようになりま
した。
　航空戦における水上機の隊員教育および施設計画の全容
が現在も遺構として残存している点とあわせて、戦前から
戦中における我が国の航空戦史上固有かつ重要な歴史的価
値を有している施設です。
　完成から７０年経った現在でも、湖岸施設は治水施設と
して活躍しています。

　歴史的に重要な土木構造物である元鹿島海軍航空隊の施設の内、霞ヶ
浦湖岸施設が土木学会選奨土木遺産として平成２１年１１月に認定され
ました。

元鹿島海軍航空隊施設

霞ヶ浦（西浦）

　完成から７０年経った現在では、波浪による洗堀を防ぐ、治水施
設として機能しています。

△H16.10.9　台風22号よる波浪状況
（当施設より上流の箇所）

スロープや石積み護岸が、
波浪による洗堀を防ぎます。
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水防拠点とは
万が一被災を受けた場合、水防活動や緊急復旧活動を円滑かつ効率的に行うため、
ヘリポートや建設機械の活動スペース、緊急船着場などを整備するほか、土砂や栗
石及び根固めブロックなどを必要な資材を備蓄し、災害に備える施設です。
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「日本の水上機」著：野原茂より
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